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穂肥時期が近づいています！
後期重点施肥体系や分施体系では
適期に穂肥を施用しましょう！

【注意点】
・全量基肥肥料を使用している場合、基本的に穂肥は不要です。
・施用量を増やすと倒伏の危険性も高まります。
生育旺盛な場合は施用量を窒素成分14kg以下に減量します。

・早い播種のほ場では特に生育が早まっているため、
適期を逃さないよう注意しましょう。

・適期より遅れると穂肥の効果が低下したり、
トラクター等の踏圧による生育不良が生じる可能性があります。

施用時期
茎立期（主茎長２ｃｍ）
※２回分施の場合は、
茎立期の半月前と半月後に施用

施用量
窒素成分14〜18kg/10a
（例：輸入尿素 30～40kg/10a）
※２回分施の場合は、上記の量を半分ずつ施用

播種時期
穂肥施用時期の目安

穂肥一括の場合 穂肥２回分施の場合

11/５～９ ２月中旬 ２月上旬と３月上旬

11/10～20 ２月下旬 ２月中旬と３月中旬

11/21～ ２月下旬～３月上旬 ２月下旬と３月中旬
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後期重点施肥体系の場合



後期重点体系に取り組んでみたいけど、
実際にブロキャス等で散布でできるか不安…

研修会の内容より少し詳しく方法を知りたい！

という方に向けて、後期重点施肥体系の
穂肥実演会＆現地相談会を実施します

お気軽にご参加ください！

★実施予定日

※雨天の場合や圃場条件が悪い場合は日程を変更します。
詳しくは大津・南部農産普及課（077-567-5422）まで！

後期重点施肥体系の
穂肥実演会＆現地相談会を

実施します！

日時 集合場所

２月１２日（水）１３時～
ＪＡ中主営農経済センター

※散布実演なし

２月２０日（木）１３時～
（農）石田営農組合 ハウス

（守山市石田町）

２月２６日（水）１３時～ ＪＡ野洲営農経済センター


